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進路先決定に向けて 

３年生にとっては、今年は進路選択の年となります。進路選択とは、卒業後の進路先

を決めることですが、言い方を変えると、自分がやりたいことや自分に合った生き方を

見つけることでもあります。周りに流されることなく、しっかりと準備をし、自分の意

志で決めてほしいと思います。 

進路と言えば３年生の問題のように感じますが、「自分に合った生き方」を考えるの

に学年は関係ありません。１．２年生も進路について考える機会としてください。 

 公立高校の通学区域が変わって５年目を迎えました。この５年間で川西市の中学生の

進路選択は、大きく変わりました。要点をまとめてみます。 

【※公立高校の入試は受検と表記しています】 

➀複数志願選抜は第２志望校で合格となる生徒が増えた 

複数志願選抜は、一般入試とも言われています。受検者の内、１割以上の生徒が第２

志望校での合格となっています。願書に第２志望校を記入した場合、合格した高校が

第１志望ではなかったとしても必ず入学しなければなりません。そのため第２志望校

選びも慎重に行わなければなりません。 

②公立高校の志願者に私立高校を併願する生徒が増えた 

 以前の複数志願選抜は、第１志望校、第２志望校以外の高校（その他校）への入学を

希望することができました。しかし、入試制度の変更で志望校は２校までになりまし

た。そのため、第１志望校、第２志望校のどちらも不合格となった時のことを考え、併

願校として私立高校を受験する生徒が増えています。 

③推薦・特色選抜を志願する生徒が増えた 

公立高校には、一般入試とは別に、面接や作文、適性検査などで合格者を決める入試

の方法もあります。それが推薦入試や特色選抜と呼ばれるものです。推薦・特色選抜に

ついても通学区域が広がったことで受検できる高校が増えています。それにともなっ

て、志願者も増えました。しかし、募集定員が少ないため、不合格になる可能性も高く

なっています。 

入試制度が変わり、受検（受験）できる高校は極端に増えました。公立高校の普通科

だけでも３４校あります。その中から自分に合った受検校を選ばなければなりません。

その上、第２志望校や併願校をどこにするのか、推薦や特色選抜での受検はどうするの

か、など全てを考えているとすぐには結論が出ないことは容易に想像がつくと思いま

す。それくらい進路選択は難しい問題なのです。 

 親や先生、先輩の話にはしっかり耳を傾けましょう。そして何よりも大切なことは自

分の目で確かめることです。 

オープンスクールに積極的に参加しよう 
 公立高校の場合、少ない学校でも年に２～３回はオープンスクールを実施しています。

私立高校はそれ以上の回数行っています。資料やインターネットからも情報を得ること

はできますが、自らの体験に勝る確かな情報はありません。夏休みには、自由な時間が

増えます。ぜひ積極的にオープンスクールに参加してみてください。 

 体験授業などは３年生のみを対象としていることが多いですが、見学や説明会などは

１.２年生でも参加できる高校がほとんどです。１．２年生も機会を見つけて積極的に参

加してみてはどうでしょうか。 

後悔しないために 
自分が将来どのような仕事に就きたいか、すでに決まっている人もいると思います。

それはとっても素晴らしいことです。目標が達成できるよう努力を続けてください。一

方、まだ特に就きたい仕事がなく、自分が何に向いているのかさえもわからないという

人もいると思います。しかし、そのことを心配する必要はありません。 

世の中には想像もつかないくらいたくさんの種類の仕事があります。しかし、中学生

が思いつく仕事なんて、世の中のほんの一部でしかありません。今の段階では、将来就

きたい仕事が決まっていないことの方が当たり前なのかもしれません。 

高校に進学すると、今までとは違った新しい人間関係が生まれます。今までとは違う

環境で、新しいことをたくさん経験することになります。多くの人との出会いや新しい

経験を繰り返すうちに、少しずつ自分がどのような人間なのかが分かってきます。そう

すると、少しずつ自分に向いていることや、やりたいことがはっきりしてきます。 

オープンスクールに参加すると、見るもの体験するものひとつひとつに何かを感じる

と思います。ひょっとすると、強く引き付けられる何かがあるかもしれません。 

自分から行動する人には多くの出会いがあり、多くの経験をします。進路に関しても

積極的な人ほど、自分に合った進路、自分が前向きに進んで行ける進路を見つけられる

のだと思います。 

人生で最も後悔することは、失敗した経験ではなく、「チャレンジしなかった」こと

です。 

※裏面に昨年度卒業生の進路先一覧（３年生配布済み）を印刷していますので参考にしてください 

 

保護者の皆様へ ＜学校連絡メールに登録をお願いします＞ 

   

先日の大雨で警報が発令され、７月５日（木）は午前中に一斉下校、翌６日（金）

は臨時休校とさせていただきました。両日共、学校より緊急連絡メールを配信させて

いただきました。学校では生徒の安全を第一に考え、通常の教育活動を急きょ変更さ

せていただくこともあります。今後もそのような場合には、メールを配信させていた

だきます。 

まだ登録をされておられないご家庭は、ぜひ登録をお願いいたします。担任にお申

し出くだされば、登録手順の説明用紙をお渡しいたします。 
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